
�．研究目的

　近年全国の自治体ではスポーツのタレント発掘事

業に取り組む姿勢が多くみられるようになった。以

前から柔道でのタレント発掘は，各地域の町道場や

スポーツ少年団に所属しているという日本武道の伝

統的形式に依存してきた。特に福岡県は中村３兄弟

や谷亮子，日下部基栄，阿武教子といった多くのオ

リンピックメダリストを輩出した土壌があり，福岡

県柔道協会ではこれからも福岡県出身のメダリスト

を多数育成することを目的として「福岡柔道クラブ」

を設立し，小学５・６年生を対象に強化指定選手を

選考して育成，強化を行っている。柔道でも他の競

技と同様に優れた基礎体力を持つことが競技力の向

上に大きく反映することが深く認識されている。柔

道選手を対象とした体力評価に関しては，講道館柔

道科学研究会トレーニング小委員会が昭和４２年に

「柔道選手の標準体力テスト」１）２）を作成して以来，

柔道選手の基礎体力の向上とそれに必要なトレーニ

ング処方を目的に体力測定は盛んに行われている。

最近では体力測定項目とその明確な目標値が設定さ

れており３），特に若年層においては全国中学校柔道

大会に出場したすべての個人を対象として体力測定

を行い，全国大会に出場するレベルの選手達の体力

特性を明らかにしている４）。この報告では，現在オ

リンピックや世界選手権でメダリストとなった選手

達の中学生時期の体力測定結果もあわせて公表され

ている。このような試みは他の競技には類を見ない

ものであるが，小学生の段階で組織的に体力測定評

価を行った報告は見あたらない。競技者育成の第一

歩は優れた素質を有するタレント候補の発掘を行わ

なくてはならないが，今後は優れた素質を有したタ

レント候補達との出会いを待つだけではなく，積極

的に発掘を行う必要性がある。本研究では全国に先

駆けて福岡県柔道協会が全柔連強化につながるジュ

ニア育成体制の確立を目的として，小学生選抜強化

選手を対象に体力測定評価を施行したのでその結果

を報告する。

�．方　　法

１．対象者

　対象は，福岡県小学生柔道強化選手の男子４１名（６

年生２３名，５年生１８名），女子２９名（６年生１６名，

５年生１３名）および強化指定を受けていない育成選

手の男子２４名（６年生１０名，５年生１４名），女子９

名（６年生４名，５年生５名）であった。

２．測定項目

　体格として身長と体重，上肢筋力として握力，下

肢筋力として垂直跳び，体幹筋力として背筋力と上

体起こし（腹筋），全身持久力としてシャトルラン

テストによる最大酸素摂取量，神経系の機能として

全身反応時間と四方位反応時間の測定を福岡県立ス

ポーツ科学センター（アクシオン福岡）の協力のも

とに行った。

３．統計処理

　各項目において平均値と標準偏差を算出し，強化

指定選手と育成選手との間で，対応のない Student 

の  t-test を用い，平均値の有意性を危険率５％水準

で検討した。

�．結　　果

　体力測定評価の結果を各学年の男女別で強化選手

と育成選手とで比較し，表１から４に示す。
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表１．５年生女子の強化指定選手と育成選手の各測定項目の比較

強化指定選手育成選手

＊１４８.４±６.７１３７.６±９.４身長（cm）
N．S．４５.９±１０.６３５.１±７.３体重（kg）
N．S．２５.１±３.６２０.７±７.３握力（kg）
N．S．３０.９±５.５２８.４±５.９垂直跳び（cm）
N．S．５７.８±１２.７４８.６±１７背筋力（kg）
N．S．２５±３.６２２.６±５.２上体起こし（回）
N．S．３７.９±６.５３６.９±６.０最大酸素摂取量（ml／kg／分）
N．S．０.３２９±０.０３９０.２９６±０.０２７全身反応時間（秒）
N．S．０.５９６±０.０８３０.６５９±０.０５１四方位反応時間（秒）

平均値±標準偏差   ＊　P＜０.０５ 　　　N．S．　not-significant

表２．６年生女子の強化指定選手と育成選手の各測定項目の比較

強化指定選手育成選手

＊１５２.６±４.９１４３.９±３.６身長（cm）
＊５４.０±１１.８３６.９±６.１体重（kg）
＊２４.３±３.８２１.３±４.０握力（kg）
N．S．２８.９±５.８２９.５±３.６垂直跳び（cm）
＊７１.９±１７.８４７.２±４.９背筋力（kg）
N．S．２４.３±３.８２３.７±１.５上体起こし（回）
N．S．３７.８±４.８３４.７±２.７最大酸素摂取量（ml／kg／分）
N．S．０.３１３±０.０６２０.２７４±０.０２４全身反応時間（秒）
N．S．０.５９５±０.０８２０.６１６±０.０８３四方位反応時間（秒）

平均値±標準偏差   ＊　P＜０.０５ 　　　N．S．　not-significant

表３．５年生男子の強化指定選手と育成選手の各測定項目の比較

強化指定選手育成選手

N．S．１４７.２±６.０１４４.７±７.２身長（cm）
N．S．５４.５±１７.２４６.３±１１.７体重（kg）
N．S．２５.７±４.９２４.１±３.５握力（kg）
N．S．２８.６±５.６２６.２±６.２垂直跳び（cm）
N．S．６６.３±１４.２５９.０±１４.１背筋力（kg）
N．S．２４.２±４.５２２.１±４.９上体起こし（回）
N．S．３６.１±８.１３７.５±４.６最大酸素摂取量（ml／kg／分）
N．S．０.３２０±０.０６４０.２９２±０.０４２全身反応時間（秒）
N．S．０.５８３±０.１０８０.６５８±０.１１６四方位反応時間（秒）

平均値±標準偏差   ＊　P＜０.０５ 　　　N．S．　not-significant

表４．６年生男子の強化指定選手と育成選手の各測定項目の比較

強化指定選手育成選手

N．S．１５１.５±８.２１５３.０±８.０身長（cm）
N．S．５６.０±１９.２５９.８±１４.４体重（kg）
N．S．２９.６±６.４２８.７±６.７握力（kg）
N．S．３２.７±６.９２９.９±５.４垂直跳び（cm）
N．S．７５.５±１６.６７０.９±１６.７背筋力（kg）
＊２７.６±３.３２４.６±３.０上体起こし（回）
＊４３.０±７.８３５.５±８.３最大酸素摂取量（ml／kg／分）
N．S．０.２９６±０.６５３０.２８８±０.０４２全身反応時間（秒）
N．S．０.５５５±０.１０３０.６２６±０.０７０四方位反応時間（秒）

平均値±標準偏差   ＊　P＜０.０５ 　　　N．S．　not-significant



１．体　　格

　身長において強化指定選手と育成選手の間に有意

差がみられたのは，５年生と６年生の女子であった。

男子は５，６年生とも強化指定選手と育成選手の間

で有意差はみられなかった。体重で強化指定選手と

育成選手の間に有意差が認められたのは，６年生の

女子のみであった。

２．上肢筋力

　左右握力の平均値は，６年生の女子のみで強化指

定選手と育成選手の間に有意差がみられた。

３．下肢筋力

　下肢筋力を表す指標としての垂直跳び平均値は

５，６年生の男女すべてのグループで有意差はみら

れなかった。

４．体幹筋力

　背筋力で強化指定選手と育成選手の間に有意差が

認められたのは，６年生女子のみであった。上体起

こしで強化指定選手と育成選手の間に有意差が認め

られたのは，６年生男子のみであった。

５．持久力

　最大酸素摂取量は，６年生男子において強化指定

選手と育成選手の間で有意差がみられた。

６．神経系

　全身反応時間，四方位反応時間ともにすべてのグ

ループにおいて強化指定選手と育成選手の間で有意

差はみられなかった。しかし，四方位反応時間は強

化指定選手が育成選手よりも短縮される傾向が見ら

れた。

�．考　　察

　体格の項目において，男子は５，６年生とも強化

指定選手と育成選手間の間で有意差は認められな

かった。今回の測定では，体脂肪率測定を強化指定

選手のみで行っていたため，体脂肪率から理論的に

計算される除脂肪体重での比較検討ができなかっ

た。除脂肪体重を考慮して比較検討を行えば，また

違った結果が得られた可能性があると思われ，今後

の検討課題である。またこの年代の特徴として，身

長の発育ピーク（Peak Height Velocity：PHV）には

個人差があり，体重の発育ピーク（Peak Weight 

Velocity：PWV）も個人差がある上，両者の時期は

全く同一ではない。PHVは男子が１２～１３歳，女子が

９～１０歳でみられる。PWVは男子が１２～１３歳，女子

が１１～１２歳でみられる５）。女子においては６年生で

身長，体重ともに強化指定選手と育成選手の間で有

意差が認められた。男子の５，６年生と女子の５年

生では個々の発育速度曲線の差が大きい時期である

のに対し，女子の６年生ではPHV，PWVを既にむか

えている時期に該当するので，体格の各項目で有意

差が認められた可能性がある。

　握力は主に前腕屈筋群と手筋群（手指を屈曲する

筋群）の筋力を測定しているが，握力は上肢全体の

筋力を反映しているとも言われている。組み手にお

いては握力が強い方が有利とも言えるが，組み手の

スタイルとして「握る」と「引っかける」があり，

組み手の上手さや強さの必要十分条件であるかどう

かや，組み手のスタイルによる測定値の反映の仕方

など今後の課題であると思われる。

　垂直跳びは下肢筋力を反映し，瞬発力を評価する

測定種目である。大きな瞬発力は技の「キレ」につ

ながり，柔道選手として必要な体力要素の一つであ

る。今回の測定結果では，５，６年生の男女すべて

のグループで有意差はみられなかったが，逆に捉え

ると強化選手が体格に見合った下肢筋力を有してい

ない可能性もある。ジュニア期においての筋力ト

レーニングの導入は賛否両論があるが，思春期以前

の子どもにも筋力トレーニングが有効な効果をもた

らすとの研究結果も報告されていることから，柔道

の種目特性に応じた各年代別筋力トレーニングの導

入を検討する必要が求められる６）。

　体幹筋力としての背筋力は腹筋群と共に体幹の筋

力の主体をなす。特に柔道では強固な体軸を作り，

力強い四肢の動きに直結する筋群である。正しい姿

勢で真っ直ぐに組むためには強い背筋群と腹筋群が

求められる。上体起こしは腹筋群の収縮持続能力を

反映しており，また投げ技においては上体の捻り動

作に重要な役割をする。今回の測定では，背筋力で

強化指定選手と育成選手の間に有意差が認められた

のは６年生女子のみであり，上体起こしで強化指定

選手と育成選手の間に有意差が認められたのは，６
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年生男子のみであった。男女ともに柔道の競技歴が

測定結果に影響を及ぼしている可能性が示唆され

る。

　全身持久力の評価としてシャトルランを用いた最

大酸素摂取量の測定を行った。柔道はハイパワーか

らミドルパワーの発揮に分類される種目であるが，

長時間の稽古を精力的に行うためには全身持久力も

必要な要素である。６年生男子において強化指定選

手と育成選手の間で有意差がみられたが，呼吸循環

器系は男女ともPHV以前の時期ではトレーニングに

よる影響は少ないとされている。この時期の最大酸

素摂取量の増大は自然の発達量を上回ることはない

とされているが，PHVを挟んだ２年間で急激に発達

する能力であり，思春期の発育スパート以前に活発

な身体づくりを行うとPHV付近での最大酸素摂取量

の増大が特に頻著となることから，全身持久力に関

しても今後のデータの蓄積が重要と思われる。

　全身反応時間は刺激に対して神経を伝導する時間

（反応時間）と筋が収縮して身体が動く時間（筋収

縮時間）を反映しており，神経系の機能向上のみな

らず筋機能の向上も深く関わっている。一方，四方

位反応時間は全身反応時間の要素に加え，刺激の弁

別や運動様式の決定という過程に関与する中枢での

情報処理能力が深く関わっている。今回の測定では，

全身反応時間，四方位反応時間ともにすべてのグ

ループにおいて強化指定選手と育成選手の間で有意

差はみられなかったが，四方位反応時間は強化指定

選手が育成選手よりも短縮される傾向が見られたこ

とから，今後データが蓄積されることによって有意

差が現れてくる可能性がある。

　各測定項目間で強化指定選手と育成選手での有意

差を検証したが，今回の測定では特に際だった強化

指定選手と育成選手間の有意差はみられなかった。

女子の方では６年生で育成選手よりも強化指定選手

が身体能力に優れている傾向があり，身体能力の差

が競技成績にも影響を及ぼしている現状があるよう

である。小学生の柔道選手を対象とした体力測定に

関する研究はこれまで行われていないため，今後さ

らなる測定データを蓄積していくことによって，小

学生柔道選手の様々な特徴が明らかになると思われ

る。小学生の段階で強化指定選手を選考して，組織

的に強化，育成を行っている例は全国に先駆けて福

岡県柔道協会が実施した事業であり，現在では九州・

福岡モデルとして全国的に広がりを見せている。今

後継続して測定を行っていくことにより，子ども達

や指導者にとってタレント発掘に必要な才能の評価

や指導の改善を行う上で必要となる「小学生柔道選

手の身体能力の目標値」を作成することが可能とな

る。そして将来的には蓄積したデータから，柔道で

のタレントとして必要な体力要素の調査，スポーツ

障害の予防に配慮した個々の発育・発達に即した効

率的なトレーニング法確立に役立てていきたい。

�．ま と め

　本研究では福岡県柔道協会の小学生選抜強化選手

７０名に対して体力測定評価を行い，強化指定を受け

ていない育成選手３３名と比較した。今回の測定では

特に際だった強化指定選手と育成選手間の有意差は

みられなかったが，今後データを蓄積することに

よって「小学生柔道選手の身体能力の目標値」を作

成し，柔道選手のタレント候補として必要な体力要

素を明らかにしていきたい。
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